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No.17 心の込もった中学生アナウンス 

無線室でアナウンスをする生徒 

　「おはようございます。○月○日○曜日朝の定
時放送を行います。笠松中学校生徒のアナウン
スで放送します。」 
　皆さんは、毎朝６時５０分に各家庭に設置され
た防災行政無線から流れる声を聞いたことがあ
りますか。 
　笠松町の防災行政無線放送は、朝・昼・夜の
３回、行政のお知らせなどを定時放送しています。 
　放送のアナウンスは、町職員が担当しています
が、朝の定時放送だけは笠松中学校の生徒がア
ナウンサーを務め、今年度は９４人の応募があっ
たとのことです。 
　中学生アナウンサーは学校の授業が終わると、
役場の無線室に出向き、決められた放送日の原
稿を録音します。アナウンスする内容は、選挙の
お知らせや検診の案内など、中学生になじみの
薄い内容も多く、何度も録音し直すこともあるそう
ですが、いつも前向きな姿勢を見せてくれます。
何よりも嬉しいことは、中学校生活の３年間、毎年
アナウンサーに応募している生徒が多くいること
です。 

　定時放送の録音を担当する役場企画課の職
員に話を聞くと「自分の声が町内に流れる緊張
感や伝えることの大切さを感じて、一生懸命に原
稿を読む姿が見られます。」と話されました。 
　何度か録音するうちに声の出し方や話し方が
上達しているのが、無線放送からも伝わってきます。 
　生徒の保護者からは、「自分の子どもの放送日
に録音した」という話もお聞きしました。 
　何気なく“聞いて”いた防災行政無線放送で
したが、生徒の成長を感じる「声」に耳を傾けて“聴
いて”みると、「温かい心」も一緒に伝わってくる
気がします。 
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笠松春まつりを開催します 笠松春まつりを開催します 笠松春まつりを開催します 
3月25日（土）～4月9日（日） 3月25日（土）～4月9日（日） 

かさまつまちづくりイベント実行委員会主催の「笠松春まつり」が3月25日から開催されます。 
まつり期間中は、桜並木のライトアップをはじめとするさまざまな催しが行われますので、 
ぜひ、お出かけください。 

かさまつまちづくりイベント実行委員会主催の「笠松春まつり」が3月25日から開催されます。 
まつり期間中は、桜並木のライトアップをはじめとするさまざまな催しが行われますので、 
ぜひ、お出かけください。 

フリーマーケット出店者募集 フリーマーケット出店者募集 フリーマーケット出店者募集 
4月8日の笠松陣屋市のフリーマーケットに出店される方を募集しています。 

【応募資格】町内に在住・在勤の18歳以上で営利目的でない方 
【出 店 料】無料（1人1ブース間口3m×奥行2m） 
【出 店 数】屋外30区画（先着順）※雨天中止 
【申込期限】3月10日（金） 
【申込・問合先】町商工会　蕁388‐2566　FAX387‐6840 
※販売できない物品もありますので、詳しくは町商工会までお問い合わせください。 

桜まつり 
3月25日（土）～4月9日（日） 

奈良津堤 
桜並木のライトアップ 
（午後6時～10時） 

※桜の開花状況により変更するこ
とがあります。 

※危険防止のため、ロープ張りなど
での場所取りは禁止します。 

本まつりオープニング 
4月9日（日） 

午前10時～11時40分 
本町通り 

笠松清流太鼓の演奏、 
園児の演技、 

笠松町女性の会の踊り 

町内みこし 
4月8日（土）宵まつり 

4月9日（日） 
町内みこしが 

町内を練り歩きます。 

大名行列お奴 
4月9日（日） 

午後0時30分～3時15分 
県重要無形民俗文化財
に指定されている大名
行列お奴は、毛槍を投
げ渡しながら練り歩く
伝統芸能で、八幡神社
と産霊神社へ奉芸 

笠松陣屋市 
4月8日（土） 

午前11時～午後4時 
本町通り 

本町通りを歩行者天国にして 
フリーマーケット、 
即売会などを行い 

陣屋市を再現 

宵まつり 
4月8日（土） 

午後5時～8時30分 
産霊神社境内（西宮町） 

町内みこし奉納、 
舞台イベント、 
抽選会を開催 
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